
(57)【要約】

【課題】多様な表示レイアウトへの対応に際し問題とな

る発光部における輝度ムラの発生を抑制するための設計

業務の簡素化を可能とし、また有機ＥＬ素子の発光領域

を有効活用すること。

【解決手段】透明電極４と背面電極７とに少なくとも発

光層を含む有機層６を挟持してなる有機ＥＬ素子３を素

子基板２上に配設し、有機ＥＬ素子３を覆う封止板８を

素子基板２に接合してなる有機ＥＬパネル１に関し、各

電極４，７と電気的に接続される接触子１０ａを備え、

封止板８と素子基板２との接合部から接続端子１０ａの

延長部分が外方に引き出される電極端子部（端子部）１

０を有する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 一 方 が 透 光 性 の 一 対 の 電 極 に よ っ て 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 有 機 層 を 挟 持 し
て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う 封 止 部 材 を
前 記 支 持 基 板 に 接 合 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 触 子 を 備 え 、 前 記 封 止 部 材 と 前 記 支 持 基 板 と の 接 合 部
か ら 前 記 接 触 子 の 延 長 部 分 が 外 方 に 引 き 出 さ れ る 端 子 部 を 有 し て な る こ と を 特 徴 と す る 有
機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も 一 方 が 透 光 性 の 一 対 の 電 極 に よ っ て 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 有 機 層 を 挟 持 し
て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う 封 止 部 材 を
前 記 支 持 基 板 に 接 合 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 封 止 部 材 の 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と の 対 向 面 か ら 前 記 封 止 部 材 の 前 記 支 持 基 板 と の 接 合
部 を 介 し て 外 方 に 引 き 出 し 形 成 さ れ る 導 電 路 と 、
　 一 端 が 前 記 導 電 路 に 電 気 的 に 固 着 さ れ 、 他 端 が 前 記 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 端 子 部 と
、
　 を 備 え て な る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 端 子 部 は 、 非 発 光 部 分 に 設 け ら れ た 前 記 電 極 の 接 触 部 と 電 気 的 に 接 続 し て な る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ も し く は 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 封 止 部 材 は 、 平 板 状 か ら 構 成 さ れ 、 ス ペ ー サ を 含 有 す る シ ー ル 剤 を 介 し て 前 記 支 持
基 板 に 接 着 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ も し く は 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 端 子 部 は 、 半 田 も し く は 導 電 性 接 着 剤 の 何 れ か か ら な る 接 着 部 材 に よ り 前 記 導 電 路
に 固 着 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 端 子 部 は 、 弾 性 を 有 す る 導 電 性 材 料 に て 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 す る 請 求 項 １ ，
請 求 項 ２ ， 請 求 項 ３ 及 び 請 求 項 ５ の 何 れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 端 子 部 は 、 前 記 封 止 部 材 の 外 側 に お い て 、 そ の 側 壁 に 沿 う よ う に 折 り 曲 げ 形 成 さ れ
て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 少 な く と も 一 方 が 透 光 性 の 一 対 の 電 極 に よ っ て 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 有 機
層 を 挟 持 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ （ electro luminescence） 素 子 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し
、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う 封 止 部 材 を 前 記 支 持 基 板 に 接 合 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 利 用 し た 表 示 器 と し て の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 自 発 光 素 子 で あ る た め バ ッ
ク ラ イ ト 照 明 が 不 要 で あ り 、 視 野 角 が 広 く 、 大 型 表 示 パ ネ ル に 適 す る こ と か ら 実 用 化 が 進
め ら れ て い る 。 こ の よ う な 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ と し て は 、 図 ４ の よ う に 、 透 光 性 の 支
持 基 板 で あ る 素 子 基 板 ２ に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ を 蒸 着 法 に よ り 形 成 す る も の で あ る 。 こ の 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 ３ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ indium tin oxide） 等 の 透 光 性 の 導 電 材 料 か ら な る 透 明 電 極 ４ と
、 ポ リ イ ミ ド 系 等 の 絶 縁 材 料 か ら な る 絶 縁 層 ５ と 、 透 明 電 極 ４ 側 か ら 正 孔 注 入 層 ， 正 孔 輸
送 層 ， 発 光 層 及 び 電 子 輸 送 層 か ら な る 有 機 層 （ 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 ） ６ と 、
ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） 等 の 導 電 材 料 か ら な る 背 面 電 極 ７ と を 素 子 基 板 ２ 上 に 順 次 積 層 形 成 す
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る こ と で 得 ら れ る も の で あ る 。 ま た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ は 、 封 止 部 材 で あ る 凹 部 形 状 の 封 止 板
８ で 覆 わ れ て お り 、 素 子 基 板 ２ と 封 止 板 ８ と は 、 例 え ば 紫 外 線 硬 化 型 接 着 剤 か ら な る シ ー
ル 剤 ９ で 気 密 的 に 接 合 さ れ る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 素 子 基 板 ２ に は 、 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面
電 極 ７ の 引 き 出 し 部 の 一 部 分 が 封 止 板 ８ の 外 部 に 露 出 し て な る 陽 極 端 子 部 ４ ａ 及 び 陰 極 端
子 部 ７ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 両 端 子 間 ４ ａ ， ７ ａ に 定 電 流 を 印 加 す る こ と で 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
３ が 所 定 の 発 光 を な す 。 ま た 、 絶 縁 層 ５ に は 、 背 面 電 極 ７ と 陰 極 端 子 部 ７ ａ の 電 気 的 接 続
に お け る 信 頼 性 の 向 上 を 図 る た め 、 陰 極 端 子 部 ７ ａ と 背 面 電 極 ７ と を 接 続 可 能 と す る コ ン
タ ク ト ホ ー ル ５ ａ が 形 成 さ れ る 。 な お 、 各 端 子 部 ４ ａ ， ７ ａ は 、 透 明 電 極 ４ と 同 材 料 に て
形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ７ ８ ７ ４
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 述 し た 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て 、 透 明 電 極 ４ と 同 材 料 に て 形 成 さ れ る 各 端 子 部
４ ａ ， ７ ａ は 、 封 止 板 ８ の 内 側 （ 素 子 基 板 ２ と 封 止 板 ８ と で 構 成 さ れ る 収 納 空 間 ） か ら 封
止 板 ８ の 外 側 ま で 引 き 回 し 形 成 さ れ る も の で あ る が 、 そ の 引 き 回 し 経 路 は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３
の 表 示 レ イ ア ウ ト （ 形 状 ） に よ っ て 制 限 さ れ 、 配 線 経 路 を 長 く し て し ま う 。 導 電 率 が 低 い
透 光 性 の 導 電 材 料 に て 各 端 子 部 ４ ａ ， ７ ａ が 形 成 さ れ る た め 、 引 き 回 し 経 路 に 伴 う 配 線 部
に よ っ て 配 線 抵 抗 が 増 し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ か ら な る 表 示 部 の 輝 度 ム ラ が 生 じ て し ま う た め
、 前 記 配 線 部 の 厚 さ や 前 記 配 線 部 の 幅 等 を 考 慮 し 、 前 記 輝 度 ム ラ が 生 じ に く い 前 記 配 線 経
路 の 設 計 が 必 要 と な り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 設 計 業 務 を 複 雑 化 し て し ま う と い っ た 問 題 点
を 有 し て い た 。 ま た 、 背 面 電 極 ７ を コ ン タ ク ト ホ ー ル ５ aを 介 し て 陰 極 端 子 部 ７ ａ に 接 続
さ せ る と 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ５ aの た め の ス ペ ー ス が 必 要 と な り 、 そ の ス ペ ー ス の 分 だ け
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ に お け る 発 光 領 域 を 小 さ く し な け れ ば な ら な い と い っ た 問 題 点 を 有 し て い
た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た 問 題 点 に 着 目 し 、 多 様 な 表 示 レ イ ア ウ ト へ の 対 応 に 際 し 問 題 と な る
発 光 部 に お け る 輝 度 ム ラ の 発 生 を 抑 制 す る た め の 設 計 業 務 の 簡 素 化 を 可 能 と し 、 ま た 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 領 域 を 有 効 活 用 す る こ と が 可 能 な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の よ う に 、
少 な く と も 一 方 が 透 光 性 の 一 対 の 電 極 に よ っ て 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 有 機 層 を 挟 持 し て
な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う 封 止 部 材 を 前
記 支 持 基 板 に 接 合 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル で あ っ て 、 前 記 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 触
子 を 備 え 、 前 記 封 止 部 材 と 前 記 支 持 基 板 と の 接 合 部 か ら 前 記 接 触 子 の 延 長 部 分 が 外 方 に 引
き 出 さ れ る 端 子 部 を 有 し て な る こ と も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の よ う に 、 少 な く と も 一 方 が 透 光 性 の 一 対 の 電
極 に よ っ て 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 有 機 層 を 挟 持 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 透 光 性 の 支 持 基
板 上 に 配 設 し 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う 封 止 部 材 を 前 記 支 持 基 板 に 接 合 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ
パ ネ ル で あ っ て 、 前 記 封 止 部 材 の 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と の 対 向 面 か ら 前 記 封 止 部 材 の 前 記 支
持 基 板 と の 接 合 部 を 介 し て 外 方 に 引 き 出 し 形 成 さ れ る 導 電 路 と 、 一 端 が 前 記 導 電 路 に 電 気
的 に 固 着 さ れ 、 他 端 が 前 記 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 端 子 部 と 、 を 備 え て な る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の よ う に 、 請 求 項 １ も し く は 請 求 項 ２ に 記 載 の
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て 、 前 記 端 子 部 は 、 非 発 光 部 分 に 設 け ら れ た 前 記 電 極 の 接 触 部 と 電
気 的 に 接 続 し て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の よ う に 、 請 求 項 １ も し く は 請 求 項 ２ に 記 載 の
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て 、 前 記 封 止 部 材 は 、 平 板 状 か ら 構 成 さ れ 、 ス ペ ー サ を 含 有 す る シ
ー ル 剤 を 介 し て 前 記 支 持 基 板 に 接 着 し て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の よ う に 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に
お い て 、 前 記 端 子 部 は 、 半 田 も し く は 導 電 性 接 着 剤 の 何 れ か か ら な る 接 着 部 材 に よ り 前 記
導 電 路 に 固 着 さ れ て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の よ う に 、 請 求 項 １ ， 請 求 項 ２ ， 請 求 項 ３ 及 び
請 求 項 ５ の 何 れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て 、 前 記 端 子 部 は 、 弾 性 を 有 す る 導 電 性
材 料 に て 形 成 さ れ て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の
よ う に 、 前 記 端 子 部 は 、 前 記 封 止 部 材 の 外 側 に お い て 、 そ の 側 壁 に 沿 う よ う に 折 り 曲 げ 形
成 さ れ て な る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 少 な く と も 一 方 が 透 光 性 の 一 対 の 電 極 に よ っ て 少 な く と も 発 光 層 を 含 む 有 機
層 を 挟 持 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う
封 止 部 材 を 前 記 支 持 基 板 に 接 合 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 関 し 、 多 様 な 表 示 レ イ ア ウ ト へ
の 対 応 に 際 し 問 題 と な る 発 光 部 に お け る 輝 度 ム ラ の 発 生 を 抑 制 し 、 ま た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発
光 領 域 を 有 効 活 用 す る こ と が 可 能 な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 断 面 図 で あ り 、 従 来 例 と 同 一 も
し く は 相 当 個 所 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 素 子 基 板 （ 支 持 基 板 ）
２ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ と 、 封 止 板 （ 封 止 部 材 ） ８ と 、 電 極 端 子 部 （ 端 子 部 ） １ ０ と を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 素 子 基 板 ２ は 、 ガ ラ ス ま た は 透 明 樹 脂 材 料 か ら な り 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ を 支 持 し 、 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 ３ か ら 発 せ ら れ る 表 示 光 を 取 り 出 す も の で あ る 。 ま た 、 素 子 基 板 ２ は 、 封 止 板 ８ よ
り も 若 干 大 き め に 形 成 さ れ て お り 、 封 止 板 ８ 及 び 端 子 部 １ ０ を 配 設 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ は 、 素 子 基 板 ２ 上 に 、 透 明 電 極 ４ と 絶 縁 層 ５ と 有 機 層 ６ と 背 面 電 極 ７ と
を ス パ ッ タ リ ン グ 法 ， ス ピ ン コ ー ト 法 ， 蒸 着 法 等 の 適 宜 方 法 に よ っ て 、 順 次 積 層 形 成 し て
な る も の で あ る 。 有 機 層 ６ は 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 透 明 電 極 ４ 側 か ら 正 孔 注 入 層 ， 正 孔
輸 送 層 ， 発 光 層 及 び 電 子 輸 送 層 か ら 構 成 さ れ る も の で あ る が 、 本 発 明 に あ っ て は 、 少 な く
と も 発 光 層 を 有 す る も の で あ れ ば よ い 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ は 、 透 明 電 極 ４ 上 に 絶 縁 層 ５ を 形
成 す る こ と で 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 発 光 部 と な る 発 光 領 域 が 定 め ら れ 、 こ の 絶 縁 層 ５ 上 に 有
機 層 ６ 及 び 背 面 電 極 ７ を 形 成 す る こ と で 、 所 定 の 発 光 形 状 が 得 ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 封 止 板 ８ は 、 例 え ば ガ ラ ス 材 料 か ら な る 平 板 部 材 に 収 納 部 で あ る 凹 部 ８ ａ を 形 成 し て な
る も の で あ る 。 封 止 材 ８ は 、 凹 部 ８ ａ を 取 り 囲 む よ う に 形 成 さ れ る 支 持 部 ８ ｂ を 、 シ ー ル
剤 ９ を 介 し 素 子 基 板 ２ 上 に 配 設 す る こ と で 、 封 止 材 ８ と 素 子 基 板 ２ と で 構 成 さ れ る 収 納 空
間 Ｓ 内 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ を 気 密 的 に 収 納 す る こ と が で き る 。 封 止 材 ８ は 、 透 明 電 極 ４ 及 び
背 面 電 極 ７ の 接 触 部 ４ ａ ， ７ ａ と 電 気 的 に 接 続 す る 電 極 端 子 部 １ ０ が 配 設 可 能 な よ う に 、
素 子 基 板 ２ よ り も 若 干 小 さ 目 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 電 極 端 子 部 １ ０ は 、 例 え ば 、 導 電 率 の 高 い バ ネ 性 （ 弾 性 ） を 有 す る 金 属 材 料 か ら 構 成 さ
れ 、 封 止 板 ８ と 素 子 基 板 ２ と の 接 合 部 か ら 外 方 に 引 き 出 さ れ て い る 。 電 極 端 子 部 １ ０ は 、
透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７ の 接 触 部 ４ ａ ， ７ ａ に 接 続 す る た め の 突 起 状 の 接 触 子 １ ０ ａ と
、 こ の 接 触 子 １ ０ ａ か ら 折 り 曲 げ 形 成 さ れ 収 納 空 間 Ｓ 内 を 立 体 配 線 す る た め の 第 １ の フ レ
ー ム 部 １ ０ ｂ と 、 こ の 第 １ の フ レ ー ム １ ０ ｂ か ら 延 長 形 成 さ れ 、 素 子 基 板 ２ と 封 止 板 ８ と
の 接 合 部 分 に 配 設 さ れ る 第 ２ の フ レ ー ム 部 １ ０ ｃ と 、 第 ２ の フ レ ー ム 部 １ ０ ｃ か ら 略 垂 直
方 向 に 立 ち 上 が り 、 封 止 板 ８ の 側 壁 ８ ｃ に 沿 う よ う に 折 り 曲 げ 形 成 さ れ る 引 き 出 し 端 子 部
１ ０ ｄ と を 一 体 的 に 備 え て い る 。 電 極 端 子 部 １ ０ は 、 第 ２ の フ レ ー ム １ ０ ｂ が 、 素 子 基 板
２ と 封 止 板 ８ と の 間 に 挟 持 状 態 に て 配 設 さ れ る こ と に な る が 、 第 ２ の フ レ ー ム 部 １ ０ ｂ 自
体 の 厚 み は 薄 く 、 ま た シ ー ル 剤 ９ が 配 設 さ れ る こ と で 収 納 空 間 Ｓ 内 の 気 密 性 を 損 な う こ と
は な い 。 ま た 電 極 端 子 部 １ ０ は 、 引 き 出 し 端 子 部 １ ０ ｄ が 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 図 示 し な い
駆 動 回 路 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 電 極 端 子 部 １ ０ の 接 触 子 １ ０ ａ と 電 気
的 に 接 続 さ れ る 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７ の 各 接 触 部 ４ ａ ， ７ ａ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 非
発 光 部 分 と な る 所 定 領 域 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 透 明 電 極 ４ と 背 面 電 極 ７ と に そ れ ぞ
れ 接 続 さ れ る 電 極 端 子 部 １ ０ に 、 定 電 流 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ が 所 定
の 発 光 を な す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 電 極 端 子 部 １ ０ の 取 付 方 法 に あ っ て は 、 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 １ ０ の 接 触 部 ４
ａ ， １ ０ ａ に 電 極 端 子 部 １ ０ の 接 触 子 １ ０ ａ が 接 触 す る 状 態 に て 電 極 端 子 部 １ ０ の 第 ２ の
フ レ ー ム 部 １ ０ ｃ を 素 子 基 板 ２ の 封 止 板 ８ と の 接 合 部 に シ ー ル 剤 ９ に よ っ て 仮 止 め し 、 そ
の 後 に シ ー ル 剤 ９ を 介 し て 第 ２ の フ レ ー ム １ ０ ｃ 上 に 封 止 板 ８ の 支 持 部 ８ ｂ を 配 設 し 、 そ
し て 素 子 基 板 ２ 及 び 封 止 板 ８ に 所 定 の 圧 力 を 付 与 し た 状 態 に て シ ー ル 剤 ９ を 硬 化 さ せ る こ
と で 、 電 極 端 子 部 １ ０ を 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７ に 電 気 的 に 接 続 さ せ た 状 態 で 取 り 付 け
る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 他 の 取 付 方 法 に あ っ て は 、 封 止 板 ８ の 支 持 部 ８ ｂ の 素 子 基 板
２ と の 接 合 部 に 、 電 極 端 子 部 １ ０ の 第 ２ の フ レ ー ム 部 １ ０ ｃ を シ ー ル 剤 ９ に よ っ て 仮 止 め
し 、 そ の 後 に 端 子 部 １ ０ の 接 触 子 １ ０ ａ を 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７ の 接 触 部 ４ ａ ， ７ ａ
に 接 続 さ せ て 、 素 子 基 板 ２ と 封 止 板 ８ と を 前 述 し た 取 付 方 法 と 同 様 に シ ー ル 剤 ９ に よ っ て
接 着 す る も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の 各 部 に よ っ て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ が 構 成 さ れ る 。 か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 収 納
空 間 Ｓ 内 に お い て 立 体 配 線 を 可 能 と す る 金 属 製 の 電 極 端 子 部 １ ０ を 設 け る こ と に よ っ て 、
従 来 の よ う に 表 示 レ イ ア ウ ト に よ っ て 生 じ る 配 線 経 路 の 延 長 形 成 を 行 わ な く と も 良 く 、 輝
度 ム ラ の 発 生 を 抑 制 で き 、 し か も 配 線 経 路 の 設 計 も 不 要 と す る こ と か ら 設 計 業 務 を 簡 素 化
す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ２ を 用 い て 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る が 、 従 来 例 及 び 第 １ の
実 施 形 態 と 同 一 も し く は 相 当 個 所 に は 、 同 一 符 号 を 付 し て そ の 詳 細 な 説 明 は 省 く 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 断 面 図 で あ り 、 前 述 し た 第
１ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ と 異 な る 点 は 、 電 極 端 子 部 （ 端 子 部 ） １ １ の 構 造 に あ る
。 電 極 端 子 部 １ １ は 、 本 体 フ レ ー ム 部 １ １ ａ と 、 こ の 本 体 フ レ ー ム 部 １ １ ａ と 電 気 的 に 接
続 さ れ 、 封 止 板 ８ の 支 持 部 ８ ｂ の 内 壁 に 形 成 さ れ る 配 線 部 １ １ ｂ と 、 配 線 部 １ １ ｂ と 電 気
的 に 接 続 さ れ 素 子 基 板 ２ の 縁 部 に 達 す る よ う に 形 成 さ れ る 給 電 端 子 部 １ １ ｃ と か ら 構 成 さ
れ 、 封 止 板 ８ と 素 子 基 板 ２ と の 接 合 部 か ら 外 方 に 引 き 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 体 フ レ ー ム 部 １ １ ａ は 、 導 電 率 の 高 い バ ネ 性 （ 弾 性 ） を 有 す る 金 属 材 料 か ら 構 成 さ れ
る も の で 、 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７ の 接 触 部 ４ ａ ， ７ ａ に 接 続 す る た め の 突 起 状 の 接 触
子 １ １ ａ １ と 、 こ の 接 触 子 １ １ ａ １ か ら 折 り 曲 げ 形 成 さ れ る と と も に 配 線 部 １ １ ｂ ま で 達
す る 延 長 部 １ １ ａ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 配 線 路 １ １ ｂ は 、 封 止 板 ８ の 支 持 部 ８ ｂ の 内 壁 ８ ｄ と 、 こ の 内 壁 ８ ｂ 及 び 封 止 板 ８ の 素
子 基 板 ２ と の 接 合 部 の 一 部 分 に 達 す る よ う に 、 銀 ペ ー ス ト 又 は 銀 パ ラ ジ ウ ム 合 金 等 を 用 い
て 形 成 さ れ 、 本 体 フ レ ー ム 部 １ １ ａ の 延 長 部 １ １ ａ ２ と は 半 田 や 導 電 性 接 着 剤 等 の 接 着 部
材 １ ２ に よ り 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 給 電 端 子 １ １ ｃ は 、 透 明 電 極 ４ と 同 材 料 に て 形 成 さ れ 、 前 記 接 合 部 に 形 成 さ れ る 配 線 部
１ １ ｂ に 接 続 さ れ 、 素 子 電 極 ２ の 縁 部 に 達 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 な お 、 給 電 端 子 １ １ ｃ
と 配 線 部 １ １ ｂ と は 、 シ ー ル 剤 ９ が 封 止 板 ８ と 素 子 基 板 ２ と の 接 合 部 に 塗 布 さ れ 、 両 部 材
８ ， ２ が 強 固 に 接 合 さ れ る た め 、 電 気 的 な 接 触 性 は 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 透 明 電 極 ４ と 背 面 電 極 ７ と の 給 電 端 子 １ １ ｃ に 定 電 流 を 印
加 す る と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ が 所 定 の 発 光 を な す 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 パ ネ ル １ は 、 立 体 配 線 可 能 な
電 極 端 子 部 １ １ を 備 え る こ と に よ っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 ３ を 用 い て 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る が 、 従 来 例 及 び 第 １ ，
第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 も し く は 相 当 個 所 に 同 一 符 号 を 付 し て そ の 詳 細 な 説 明 は 省 く 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 断 面 図 で あ り 、 前 述 し た 前
述 し た 第 １ ， 第 ２ の 実 施 形 態 と 異 な る 点 は 、 封 止 板 （ 封 止 部 材 ） １ ３ 及 び 電 極 端 子 部 （ 端
子 部 ） １ ４ の 外 部 へ の 引 き 出 し 構 造 に あ る 。 封 止 板 １ ３ は 、 ガ ラ ス 材 料 か ら な り 、 平 板 形
状 を な す 。 封 止 板 １ ３ と 素 子 基 板 ２ と の 接 合 に あ っ て は 、 所 定 の 大 き さ を 有 す る ス ペ ー サ
１ ５ aを 含 有 す る シ ー ル 剤 １ ５ が 用 い ら れ る 。 封 止 板 １ ３ は 、 電 極 端 子 部 １ ４ の 後 で 詳 述
す る 給 電 端 子 の 形 成 領 域 が 確 保 で き る よ う に 、 素 子 基 板 ２ と 略 同 等 の 大 き さ を 有 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 電 極 端 子 部 １ ４ は 、 導 電 率 の 高 い バ ネ 性 （ 弾 性 ） を 有 す る 金 属 材 料 か ら 構 成 さ れ る 金 属
端 子 で あ り 、 一 端 に 接 触 子 １ ４ ａ を 有 し 、 こ の 接 触 子 １ ４ ａ が 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７
の 接 触 部 ４ ａ ， ７ ａ に 接 続 さ れ る と と も に 、 他 端 が 後 述 す る 導 電 路 １ ６ に 接 着 部 材 １ ２ を
介 し て 電 気 的 に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 電 極 端 子 部 １ ４ は 、 前 述 し た 第 ２ の 実 施 形 態 で 説 明 し た 配 線 部 １ １ ｂ と 同 様 に 銀 ペ ー ス
ト 又 は 銀 パ ラ ジ ウ ム 合 金 等 か ら 形 成 さ れ る 導 電 路 １ ６ と 接 着 部 材 １ ２ を 介 し て 接 続 さ れ る
も の で あ る 。 導 電 路 １ ６ は 、 封 止 板 １ ３ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ と の 対 向 面 か ら 封 止 板 １ ３ の 素
子 基 板 ２ と の シ ー ル 剤 １ ５ を 介 し て 接 合 す る 接 合 部 を 介 し て 外 方 に 引 き 出 し 形 成 さ れ 、 こ
の 引 き 出 さ れ た 導 電 路 １ ６ の 露 出 部 分 が 給 電 端 子 １ ４ ｂ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 電 極 端 子 部 １ ４ と し て は 、 前 述 の 金 属 端 子 の 他 に 通 電 ゴ ム か ら な る も の で あ っ て
も 良 い 。 こ の よ う に 通 電 ゴ ム か ら な る 電 極 端 子 部 を 用 い る 場 合 に あ っ て は 、 導 電 路 １ ６ と
透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７ の 接 触 部 ４ ａ ， ７ ａ に 挟 持 さ れ る の み で 、 前 述 の よ う な 接 着 部
材 １ ２ に よ る 導 電 路 １ ６ と 通 電 ゴ ム と の 接 続 は 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 透 明 電 極 ４ と 背 面 電 極 ７ と の 各 給 電 端 子 １ ４ bに 定 電 流 を
印 加 す る と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ が 所 定 の 発 光 を な す 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 立 体 配 線 可 能 な
電 極 端 子 部 １ ４ を 備 え る こ と に よ っ て 、 第 １ ， 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が
で き る 。 ま た 、 平 板 状 の 封 止 板 １ ３ を 備 え る こ と に よ っ て 、 電 極 端 子 部 １ ４ の 延 長 部 分 と
な る 導 電 路 １ ６ を 形 成 し や す く な り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 構 造 自 体 を 簡 素 化 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７ に よ っ て 少 な く と も 発 光 層 を 含

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-78906 A 2005.3.24



む 有 機 層 ６ を 挟 持 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ を 透 光 性 の 素 子 基 板 ２ 上 に 配 設 し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 ３ を 覆 う 封 止 板 ８ を 素 子 基 板 ２ に 接 合 し て な る も の に 関 し 、 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７
と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 触 子 １ ０ ａ ， １ １ ａ １ を 備 え 、 封 止 板 ８ と 素 子 基 板 ２ と の 接 合 部
か ら 接 続 端 子 １ ０ ａ ， １ １ ａ １ の 延 長 部 分 が 外 方 に 引 き 出 さ れ る 電 極 端 子 部 １ ０ ， １ １ を
有 し て な る も の で あ り 、 収 納 空 間 Ｓ 内 に お い て 立 体 配 線 を 可 能 と す る 金 属 製 の 電 極 端 子 部
１ ０ ， １ １ を 設 け る こ と に よ っ て 、 従 来 の よ う に 表 示 レ イ ア ウ ト に よ っ て 生 じ る 配 線 経 路
の 延 長 形 成 を 行 わ な く と も 良 く 、 輝 度 ム ラ の 発 生 を 抑 制 で き 、 し か も 配 線 経 路 の 設 計 も 不
要 と す る こ と か ら 設 計 業 務 を 簡 素 化 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 従 来 の よ う に コ ン タ ク
ト ホ ー ル ５ ａ を 設 け な く と も 良 い こ と か ら 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 発 光 領 域 を 有 効 的 に 活 用 す
る こ と が 可 能 と な り 、 大 型 の 発 光 領 域 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 電 極 端 子 部 １ ０ は 、 封 止 板 ８ の 外 側 に お い て 、 封 止 板 ８ の 支 持 部 ８ ｂ の 側 壁 ８ ｃ
に 沿 う よ う に 折 り 曲 げ 形 成 さ れ て な る こ と か ら 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 横 方 向 の 大 き さ を 最
小 限 に 止 め る こ と が き で る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 平 板 状 の 封 止 板 １ ３ を 用 い 、 こ の 封 止 板 １ ３ と 素 子 基 板 ２
と を ス ペ ー サ １ ５ aを 含 有 す る シ ー ル 剤 １ ５ に よ り 接 合 す る な る も の に お い て 、 封 止 板 １
３ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ と の 対 向 面 か ら 封 止 板 １ ３ の 素 子 基 板 ２ と の 接 合 部 を 介 し て 外 方 に 引
き 出 し 形 成 さ れ る 導 電 路 １ ６ と 、 一 端 が 導 電 路 １ ６ に 接 着 部 材 １ ２ を 介 し て 電 気 的 に 固 着
さ れ 、 他 端 が 透 明 電 極 ４ と 背 面 電 極 ７ と の 各 接 触 部 ４ ａ ， ７ ａ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 接 触
子 １ ４ ａ と を 備 え て な る 電 極 端 子 部 １ ４ を 有 す る も の で あ り 、 収 納 空 間 Ｓ 内 に お い て 立 体
配 線 を 可 能 と す る 電 極 端 子 部 １ ４ を 設 け る こ と に よ っ て 、 従 来 の よ う に 表 示 レ イ ア ウ ト に
よ っ て 生 じ る 配 線 経 路 の 延 長 形 成 を 行 わ な く と も 良 く 、 輝 度 ム ラ の 発 生 を 抑 制 で き 、 し か
も 配 線 経 路 の 設 計 も 不 要 と す る こ と か ら 設 計 業 務 を 簡 素 化 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、
従 来 の よ う に コ ン タ ク ト ホ ー ル ５ ａ を 設 け な く と も 良 い こ と か ら 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 発 光
領 域 を 有 効 的 に 活 用 す る こ と が 可 能 と な り 、 大 型 の 発 光 領 域 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 接 続 端 子 １ ０ ａ ， １ １ ａ １ 及 び 端 子 １ ４ ａ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ と し て の 非 発 光 部
分 に 設 け ら れ た 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７ の 接 触 部 ４ ａ ， ７ ａ と 電 気 的 に 接 続 し て な る も
の で あ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 発 光 領 域 を 有 効 的 に 活 用 す る こ と が で き る こ と か ら 、 更 に 大
型 の 発 光 領 域 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 端 子 １ ４ ａ は 、 半 田 も し く は 導 電 性 接 着 剤 か ら な る 接 着 部 材 １ ２ に よ り 導 電 路 １
６ に 固 着 さ れ て な る も の で あ り 、 端 子 １ ４ ａ と 導 電 路 １ ６ と の 電 気 的 接 続 に お け る 信 頼 性
を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 接 触 子 １ ０ ａ ， １ １ ａ １ 及 び 端 子 １ ４ ａ は 、 弾 性 を 有 す る 導 電 性 材 料 に て 形 成 さ
れ て な る も の で あ り 、 透 明 電 極 ４ 及 び 背 面 電 極 ７ の 接 触 部 ４ ａ ， ７ ａ と の 電 気 的 な 接 触 性
を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 従 来 例 を 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 １ 　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
　 ２ 　 素 子 基 板 （ 支 持 基 板 ）
　 ３ 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 　
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　 ４ 　 透 明 電 極
４ ａ 　 接 触 部
　 ６ 　 有 機 層
　 ７ 　 背 面 電 極
７ ａ 　 接 触 部
　 ８ 　 封 止 板 （ 封 止 部 材 ）
１ ０ 　 電 極 端 子 部 （ 端 子 部 ）
１ ０ ａ 　 接 触 子
１ ０ ｂ 　 第 １ の フ レ ー ム 部
１ ０ ｃ 　 第 ２ の フ レ ー ム 部
１ ０ ｄ 　 引 き 出 し 端 子 部
１ １ 　 電 極 端 子 部 （ 端 子 部 ）
１ １ ａ 　 本 体 フ レ ー ム 部
１ １ ａ １ 　 接 触 子
１ １ ｂ 　 配 線 部
１ １ ｃ 　 給 電 端 子
１ ２ 　 接 着 部 材
１ ３ 　 封 止 板 （ 封 止 部 材 ）
１ ４ 　 電 極 端 子 部 （ 端 子 部 ）
１ ４ ａ 　 接 触 子
１ ４ ｂ 　 給 電 端 子
１ ５ 　 シ ー ル 剤
１ ５ a　 ス ペ ー サ
１ ６ 　 導 電 路
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP 2005-78906 A 2005.3.24



专利名称(译) 有机EL面板

公开(公告)号 JP2005078906A 公开(公告)日 2005-03-24

申请号 JP2003306901 申请日 2003-08-29

[标]申请(专利权)人(译) 日本精机株式会社

申请(专利权)人(译) 日本精机株式会社

[标]发明人 張来英

发明人 張 来英

IPC分类号 H05B33/04 H01L51/50 H05B33/06 H05B33/14

FI分类号 H05B33/04 H05B33/06 H05B33/14.A

F-TERM分类号 3K007/AB02 3K007/AB17 3K007/BB01 3K007/CC05 3K007/DB03 3K007/FA02 3K107/AA01 3K107
/CC43 3K107/DD38 3K107/DD39 3K107/EE42 3K107/EE63

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题为了简化用于抑制发光部分中的亮度不均匀的发生的设计
工作，这是处理各种显示布局的问题，并且有效地利用有机EL元件的发
光区域。 解决方案：在元件基板2上设置有机EL元件3，该有机EL元件3
具有至少包括夹在透明电极4和背电极7之间的发光层的有机层6，以及覆
盖有机EL元件3的密封板8接合到元件基板2，有机EL面板1设置有电连接
到电极4和7中的每一个的接触10a，以及来自密封板8和元件基板2的接
合处的连接端子10a的接触端子10a。并且电极端子部分（端子部分）10
从其向外拉出延伸部分。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/56a8b8e8-036d-4c91-940f-c3d6e3f9aeea
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034409856/publication/JP2005078906A?q=JP2005078906A

